
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（財）若狭湾エネルギー研究センター 
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畑下昌範 （エネ研 生物資源グループ主任研究員） 

研究テーマ名 

イオンビーム照射によって変異誘導

された冬虫夏草菌による生理活性

物質の効率的な生産法の開発

研究テーマ名 

研究テーマ名 
 

新型ヒートパイプ「ＢＡＣＨ」の開発研究 
 

永井二郎 （福井大学准教授） 

日時 平成２１年１２月９日(水) 13 時～16 時 20 分 

場所 福井大学文京キャンパス 

高 く 大 き な 成 果 を 求 め て ！ 

研 究 成 果 報 告 会 を開 催 ！！ 

開所後 11 年目となるエネ研は、第 11 回研究成

果報告会を福井大学およびふくい未来技術創造

ネットワーク推進協議会の共催で開催しました。

エネ研が平成20年度に実施した多くの研究テー

マから 7 テーマを選定し、技術シーズとして発表

し、今後のさらなる成果の向上に向けて、参加者

との意見交換などを行いました。 

発 表 テ ー マ 紹 介

詳細は、ホームページ上の報告書と予稿集でご覧いただけます

「BACH 」は、エネ研が発明した （特開

2008-170117）「気泡駆動型無動力循環式ヒ

ートパイプ」で、現在、福井大学との共同研

究や「都市エリア産学連携事業」で、特性の 

解析や応用事例の発掘を行っています。発表者の永井准教授

は、工学的な熱流動解析などを中心的に担っており、熱輸送モ

デルの作成と実験により、BACH の熱輸送メカニズムは詳細に

把握されつつあります。他のヒートパイプ（サーモサイフォン等）と

の熱輸送量比較にも取り組み中です。具体的な利用事例として

は、消化活動の妨げとなる防火水槽付近積雪の融雪があり、温

度差５～10℃での作動を目標に、右図のように全長約４ｍの

BACH を製作し、実証試験を開始しています。 

BACH には、従来型のヒートパイプでは難しい、トップヒート（高温

部が上方部にあり、下方部に熱輸送する）での応用可能性があ

り、その適用拡大も進めていきます。 

漢方薬で有名な冬虫夏草「サナギタケ」は、中国などの限

られた場所に生育するため、量が少なく、高価なものとな

っている。その主たる薬理物質のコルジセピンを大量に生

産する方法として、エネ研では、イオンビーム照射突然変

異育種法による冬虫夏草菌のコルジセピン高生産株の開

発を行っています。この結果、得られた耐性変異株

（G81-3）のコルジセピン生産能は８．６ｇ/L(リットル)であ

り、同じく２．５ｇ/L(リットル)の生産能を持つ野生株よりも、

2 倍以上という生産能であることがわかりました。 

エネ研では、引き続き生産能を高めることに取り組んでい

くとともに、このような短期間で育種ができる有用菌類など

の育種研究の取り組みを強化していくことにしています。 

冬虫夏草菌の変異

株の培養状況 

BACHのガラス製モデル 

BACH の

特徴であ

る気泡発

生部 

冬虫夏草菌の育種に成功！ 

薬理物質コルジセピンの生産能が 2倍以上に向上

行った実験の手順 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

成功させよう 2010年日本 APEC（ｴｲﾍﾟｯｸ） 

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ処理による高強度炭素繊維と 

プラスチックの複合材料創製

研究テーマ名 

このような活発な研究活動を行うことができましたの

は、ひとえに皆様方のご支援とご指導によるものであ

り、厚くお礼申しあげます。職員一同、これまで以上に

努力を重ねてまいる所存ですので、今後ともなお一層

のご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。 

奥林里子（京都工芸繊維大学准教授） 

安田啓介（エネ研 エネルギー材料グループ主査研究員）  

山本和高 （エネ研 粒子線医療研究室長）  

久米 恭  （エネ研 粒子線医療研究室主任研究員 ） 

三好憲雄 （福井大学助教 ） 

研究テーマ名 
 

飽和水蒸気雰囲気におけるシリカ 

上担持 V2O5・nH2O の構造変化 
 

西尾 繁（エネ研 エネルギー開発ｸﾞﾙｰﾌﾟ主査研究員）

閉会挨拶 
 

（財）若狭湾ｴﾈﾙｷﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ 

所長 小林紘二郎

可視光によるフォトクロミック反応（光誘起異性化反応）

を起こす物質を改質する手法で、太陽光（可視光）で水

の分解ができる光触媒を探索しています。 

その有望物質の五酸化バナジウムの研究中に、吸湿

時赤色、乾燥時無色の 100 回再生可能な「バナジウム

酸化物担持非晶質シリカ感湿材料（略称 V-SiO2）」を

合成することに成功しました。吸湿状態で長時間放置し

たときに再生力が落ちる原因を「その場近赤外ラマン

分光分析」などで調査したところ、V2O5・nH2O のリボン

構造の変化が原因であることがわかりました。 

この吸湿剤や

実験方法など

については、

特許出願して

います。 

強度等大変すぐれた素材 

である炭素繊維と安価で

絶縁性などに優れるポリプロピレンとの

接着・複合材料化に挑戦しました。エネ

研の装置で炭素繊維に水素プラズマ処

理を行い（右図①）、右図②のような水素

化が確認できました。これにポリエチレン

の接着性を確認したところ（右図③）、 

水素化前に比較して 2 倍 

程度向上しました。 

粒子線による前立腺がんの照射

治療を最も効果的に行うために、

ヒトの前立腺癌由来の3種類の培

養細胞を動物実験としてマウスに

移植し、陽子線照射効果を実験

により確認しました。陽子線照射

に併用したホルモン療法のあり方

を開発する目的から、陽子線照射 

の前後のホルモン投与の治療効果について実験で確認

するとともに、Ｘ線および炭素線の照射の場合との比較

実験を行い、どの組み合わせが最も効果的か検討しまし

た。今後は、照射治療前の癌組織診断から、患者ごとの

陽子線・ホルモン併用治療法プログラムを開発し、臨床

治療に応用していくとの発表がされました。 

蛍光 X 線装置は製品中の有害金属の有無の測定な

ど、一般的に普及しているが、エネ研では野外調査な

どに持ち運びの簡単な、ハンディ型とも言えるような

小型軽量な装置を開発しました。X 線発生装置は焦

電結晶型で、５V の外部電源（電池）でよく、測定装置

全体でノートパソコン２ケ程度の大きさで測

定試料形状も広範に対応します。市販の標

準試料を用いて感度測定を行ったところ、K

からZn、CdからPb（元素番号19から30と

48 から 82）については、数 wt%の誤差の感

度があることがわかりました。福井県立一

乗谷朝倉氏遺跡資料館との共同研究であ

り、小浜市黒駒遺跡のスズ製出土品の分

析などへの応用を開始しています。 

今回は臨床治療品質保証技術開発を発表

テーマに選びました。まず、がん組織への照射線量をモニタす

るシステムの高度化の取り組みと稼働率向上について発表しま

した。次に、普及の進んできたブロードビーム法という静的照射

野形成技術法における、日々のビームの変動の管理技術につ

いて発表しました。エネ研でのビームの変動結果をまとめると、

0.5%程度の変動で、これは治療用ビームとして必要十分なもの

であり、継続的に安定した治療であったことがわかります。 

ポータブル蛍光 X 線装置の開発 
研究テーマ名 

若狭湾エネルギー研究センターに 

おける粒子線治療 

研究テーマ名 

エネ研での陽子線がん

治療臨床研究実績 

実施総計 62 例 [前立腺

がん 55 例、肝細胞がん 6

例、非小細胞肺がん 1例] 

福井県 陽子線がん治療施設（仮称）
 

・平成 23 年度治療開始予定 

・CT での位置決め、積層原体照

射法などの新しいシステム導入

・膵がん、乳がん、転移性腫瘍な

どに適用拡大 

研究テーマ名 

実験前立腺癌に対する 

陽子線照射効果の共同研究


